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は周辺の中小小売業者に対して優位な競争条件に




















































































































































































































































































































































12）13）14）Karl Marx. Das Kapital Dietz Verlag, 
Berlin. 1953. Bd, Ⅲ . S.325-326.『資本論』青木文庫
版，第９分冊，421-422ページ。
15）岡村明達，前掲論文，32ページ。傍線──引用者。





































































































































































































































阪南論集　社会科学編28 Vol. 39 No. 1
京都生活文化局価格流通部『調査月報』）参照。
　　ちなみに，大店法廃止論者の田村正紀氏は，スー
パーの方が中小店に比べて値段が安いとは一概に
いえないことをいちおう認めながらも，総じてス
ーパーの方が安いことを強調されている（「『大店
法』は即時廃止こそ国益に叶う」『プレジデント』
1990年５月号，234ページ）。
８）「消費者利益の保護，小売商業の正常な発展 =流通
近代化，中小小売商業の事業機会の確保の目的と
の間の整合性に問題がある。」（岡田・上田・藤澤
『現代商業の構造と政策』ナカニシヤ出版，1992年，
114ページ）
　　大店法について，出家健治氏は次のように述べて
いる。
　　「大店法は，①流通近代化，消費者利益の確保，②
大規模小売店と中小小売店との調整と，まったく
相反する性格のものを柱としていたのでる。」
　　（出家健治「中小小売商業の構造的停滞」糸園・中
野・前田・山中編『現代日本の流通機構　講座　
現代日本の流通経済　３』大月書店，1983年，164
ページ）
　　「法律の目的は消費者利益の保護，中小小売業者の
事業機会の確保，小売業の正常な発展の三つにお
かれている。しかし，消費者利益の保護と中小小
売業の事業機会の確保とは必ずしも整合的である
とはいえないように，二つの目的には目標間にト
レード・オフの関係がある。」（鶴田俊正・矢作敏
行「大店法システムとその形骸化」三輪芳朗・西
村清彦編『日本の流通』東大出版会，1991年，285
ページ。286，321ページも参照）
９）杉本修「大型店と小売商業政策の展開」糸園・中
野・前田・山中編『小売業　転換期の流通経済　
１』大月書店，1989年，170ページ。
　　大規模小売商と中小零細小売商の両者が参加した
形での利害調整は，ほとんど不可能に近いと思わ
れる。純粋の学識経験者，消費者だけで構成され
た商業活動調整もありうるであろうが，市民生活
と民主々義の成熟度からみて実際には不可能であ
ろう。
　　商業活動調整協議会については，加藤義忠「大規
模小売店舗法の制定」加藤・佐々木・真部『小売
商業政策の展開』同文舘出版，1998年，62-63ペー
ジ参照。
（2003年５月16日受付）
（2003年７月18日掲載決定）
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